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防災
特集

忍び寄る南海地震

巨大地震に
どう備え、
どう動くのか

　

一
昨
年
に
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
。
今
年

6
月
に
発
生
し
、
最
大
震
度
6
・
2
を

記
録
し
た
大
分
県
西
部
地
震
。

　

私
た
ち
の
住
む
日
本
列
島
は
4
つ
の

プ
レ
ー
ト
が
せ
め
ぎ
あ
う
、
地
震
に
見

舞
わ
れ
や
す
い
地
理
的
条
件
に
あ
り
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
三
好
市
で
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被

害
を
受
け
た
と
い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
は
今
後
も
大
き
な
被
害
を

受
け
る
こ
と
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
7
年
、
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た

阪
神
淡
路
大
震
災
。
関
西
で
は
そ
れ
ま

で
「
大
地
震
と
い
え
ば
関
東
や
東
海
の

話
。
関
西
は
大
丈
夫
」
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
大
震
度
7
を
記

録
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
も
ま
っ
た
く

予
想
外
の
地
域
で
の
発
生
で
し
た
。　

　

こ
れ
ら
の
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
、

地
震
は
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
地
域

の
安
全
神
話
は
打
ち
砕
か
れ
、
日
本
列

島
が
世
界
に
類
の
な
い
ほ
ど
複
雑
な
地

殻
の
上
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
、

「
大
き
な
地
震
が
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い
う
事
実

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

地
震
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
突
然
襲

い
、
生
命
、
財
産
に
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
地
震
が
な
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
は
「
こ
れ
か
ら
も
地

震
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て

な
い
の
で
す
。

　

東
海
、
東
南
海
、
南
海
の
3
つ
の
巨

大
地
震
は
、
発
生
す
る
領
域
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
で
呼
ば
れ
ま
す
。
駿

河
湾
周
辺
か
ら
浜
名
湖
沖
に
か
け
て
の

地
域
で
起
き
る
の
が
東
海
地
震
、
浜
名

湖
沖
か
ら
紀
伊
半
島
の
潮
岬
沖
に
か
け

て
起
き
る
の
が
東
南
海
地
震
、
潮
岬
沖

か
ら
足
摺
岬
沖
の
領
域
で
起
き
る
の
が

南
海
地
震
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
過
去
に
１
０
０

年
か
ら
１
５
０
年
周
期
で
繰
り
返
し
発

生
し
て
お
り
、
東
海
地
震
に
つ
い
て
は
、

最
後
に
発
生
し
た
「
安
政
東
海
地
震
」

か
ら
、
す
で
に
１
５
０
年
が
経
過
し
て

お
り
、
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
と
さ
れ
る
ほ
ど
ひ
っ
迫
し
た
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
3
つ
の
地

震
は
、
こ
れ
ま
で
に
同
時
ま
た
は
連
動

し
て
発
生
し
て
い
る
た
め
、
東
南
海
、

南
海
地
震
に
つ
い
て
も
「
ま
だ
60
年
し

か
経
過
し
て
い
な
い
」
と
安
心
で
き
る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
を
、

南
海
地
震
が
40
％
程
度
、
東
南
海
地
震

が
50
％
程
度
、
東
海
地
震
が
86
％
程
度

と
予
測
し
ま
し
た
。
ま
た
中
央
防
災
会

議
の
東
南
海
・
南
海
地
震
に
関
す
る
専

門
調
査
会
に
よ
る
被
害
想
定
に
よ
る

と
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
の
3
つ
の

地
震
が
同
時
発
生
し
た
場
合
、
発
生
時

刻
な
ど
で
被
害
状
況
は
変
わ
る
も
の

の
、
激
し
い
揺
れ
や
大
津
波
で
死
者
は

約
2
万
４
７
０
０
人
、
約
96
万
棟
の
住

宅
が
全
壊
、
経
済
被
害
は
約
81
兆
円
に

も
達
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
予
測
に
対
し
て

も
っ
と
危
機
感
を
持
ち
、
災
害
に
つ
い

て
本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
の
で
す
。

  

全
て
の
場
所
が
震
源
地
と
な
り
う
る
わ
が
国

  

迫
り
来
る
3
大
地
震　

被
害
は
甚
大
に

震度と影響
震度 1　　屋内にいる人の一部がわず

かな揺れを感じる。
震度 2　　屋内にいる多くの人が揺れ

を感じ、つり下がった電灯
などがわずかに揺れる。

震度 3　　屋内にいるほとんどの人が
揺れを感じ、棚の食器が音
を立てることがある。

震度 4　　眠っている人が目を覚まし
歩行者も揺れを感じる。不
安定な置物などが倒れる。

震度 5弱  家具の移動や、食器や本が
落ちたり、窓ガラスが割れ
ることもある。

震度 5強  タンスなどの重い家具や自
動販売機が倒れることがあ
る。自動車の運転は困難。

震度 6弱  立っていることが難しい。
壁のタイルや窓側ガラスが
割れ、ドアは開かなくなる。

震度 6強  這わないと動くことができ
ない。重い家具が倒れる。

震度 7　　自分の意志で動くことは困
難。大きな地割れや地すべ
り、山崩れが発生する。 写真提供

東京都立大学土質研究室

地
震
に
つ
い
て
本
気
で
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

多
く
の
人
々
が
地
震
は
人
ご
と
だ
と
思
い
、
自
分
に
は
降

り
か
か
っ
て
こ
な
い
の
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
は
被
災
者
に
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
わ
が
国
に
絶
対
に
安
全
と
言
え
る
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
が
そ
の
被
害
に
あ
う
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
す
。
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南海地震の発生が予測されている理由　東海地震・東南海地震・南海地震の３つ巨大地震
は互いに連動し、100年～150年の周期で発生してきました。1944年と1946年に発生した
東南海・南海地震からはすでに60年が経過しており、東海地震にいたっては150年が経過して
います。さらに前回の地震規模が比較的小さかったことから、100年を待たずに発生すると考え
られており、東海地震を引き金に東南海・南海地震が連動して発生すると言われています。

３大地震の過去の発生年・規模と発生周期

三好市

足
摺
岬

潮
岬

浜
名
湖 駿

河
湾

1707年　宝永地震　　M8.4

1605年　慶長地震　　M7.9

1944年  東南海地震   M7.91946年　南海地震　　　M8.0

1854年　安政南海地震　M8.4 1854年　安政東海地震　M8.4

南海地震 東南海地震 東海地震
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地震発生!その時どう動く?

　

現
代
社
会
は
、
防
災
施
設
の
整
備
や

情
報
、
通
信
の
発
達
な
ど
に
よ
り
「
自

分
た
ち
の
安
全
は
行
政
が
守
っ
て
く
れ

る
」
と
防
災
施
設
等
に
過
剰
に
依
存
し

た
「
災
害
過
保
護
」
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
専
門
家
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
が
災
害
発
生
時
に
自

ら
の
判
断
で
行
動
で
き
な
い
事
態
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

普
通
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市

や
関
係
機
関
に
市
民
か
ら
通
報
が
さ

れ
、
市
や
関
係
機
関
は
総
力
を
あ
げ
て

救
出
活
動
や
復
旧
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
し
か
し
大
規
模
災
害
時
に
は
、
通

信
網
や
道
路
網
が
寸
断
さ
れ
、
同
時
多

発
的
に
発
生
す
る
災
害
へ
の
対
応
は
、

困
難
を
極
め
る
と
予
想
が
で
き
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
時
、
倒

れ
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て
生
き
埋

め
に
な
っ
た
人
や
家
具
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
の
う
ち
、
救
助
さ
れ
た
人
の
約

95
％
は
、
自
力
で
脱
出
し
た
か
、
家
族

や
隣
人
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
、
消
防
な

ど
の
救
助
隊
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
の

は
、
2
％
未
満
だ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
大
規
模
災

害
発
生
時
、
特
に
そ
の
初
動
期
で
は
、

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
が
多
数
の
被
災

者
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
被
災
者
同
士
で
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
被
災
者
数
が
増
え
る
だ
け
で

な
く
、
消
防
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
関

係
機
関
自
身
が
被
害
を
受
け
た
り
、
道

路
や
橋
な
ど
の
公
共
施
設
が
被
害
を
受

け
た
り
し
て
、
災
害
活
動
に
支
障
を
来

た
す
ケ
ー
ス
が
増
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

発
災
直
後
の
初
動
期
で
は
、
情
報
な
ど

も
混
乱
し
、
防
災
機
関
に
よ
る
適
切
な

対
応
が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
人
命

救
助
や
初
期
消
火
に
努
め
る
こ
と
が
、

被
害
の
軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

大
雨
や
台
風
等
の
風
水
害
は
、
気
象

情
報
な
ど
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
被
害
を

受
け
そ
う
な
地
域
、
時
間
を
予
測
し
て

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
地

震
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
す
る
の
か
予
測
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
り
、
完
全
に
災
害
を
防
ぐ
こ
と

は
不
可
能
で
す
。

　

そ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
普
段
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
「
災
害
は
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
起
こ
る
も
の
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
そ
し
て
災
害
の
被
害
を
い
か
に

少
な
く
す
る
か
、
と
い
う
「
減
災
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
、
そ
れ

が
自
分
や
家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
の

で
す
。
そ
し
て
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

が
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」「
お

互
い
に
助
け
合
い
、
自
分
た
ち
の
家
族

や
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
助
・
共
助
の
精
神
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
時
が
来
る
の
は
、
明
日
か
も
知

れ
な
い
の
で
す
か
ら
・
・
・

   
命
は
誰
が
守
っ
て
く
れ
る
の
か

   

自
助
と
共
助
の
精
神
で
被
害
を
最
小
限
に

防災フォーラム「地域の防災力を高めよう」
日時　11 月 25 日 ( 土 )14 時〜 16 時 20 分まで
場所　三好市池田総合体育館　サブアリーナ
講演　「災害から生命 ( いのち ) を守る」　　
	 　講師　総務省消防庁長官　高部正男 氏

パネルディスカッション　「地域の防災力を高めよう」
〔アドバイザー〕 消防庁長官 高部正男〔コーディネーター〕  
徳島大学大学院教授 山上拓男〔パネリスト〕三好市長 俵
徹太郎、県消防協会三好市分会長 岸上清、美馬市拝東自
主防災会 三宅康子、徳島県知事 飯泉嘉門(敬称略)

木造住宅耐震改修に補助金が受けられます
三好市では今年度及び過去の耐震診断で「倒壊又は大破壊の
危険あり」と診断された木造住宅の耐震改修に対し、補助金
を交付します。

　　補助金額　改修工事費の 2/3( 上限 60 万円 )
　　申込期限　11 月 30 日 ( 木 )
　　申込先　　三好市役所総務課危機管理室 ( ☎ 72-7625)
※耐震改修を実施した方は固定資産税の減額・所得税の控除
が受けられます。また、簡易な耐震リフォームに対して、指
定金融機関からの融資(利子の免除)が受けられます。

家族の安否は ?
災害伝言ダイヤル「171」

● 自分の安否を発信するには
「171」をダイヤル後、録音
指定の「1」をダイヤル。自宅の電話番号を
市外局番からダイヤルし、案内に従って30
秒以内で録音する。

● 被災者の安否を確認するには
「171」をダイヤル後、再生指定の「2」をダ
イヤル。被災者の電話番号を市外局番からダ
イヤルし、案内に従ってメッセージを聞く。

※ 伝言は 10 件まで。48 時間保持されます。

大地震発生	 まず自分の身を守る

　　↓	 	 火元の確認

発生後 2分	 避難経路の確保

　　↓	 	 家族の安否を確認

発生後 5分	 火災・津波の危険があればすぐ避難

　　↓	 	 近隣の安全を確認

　　↓	 	 非常持ち出し品の用意

　　↓	 	 家屋倒壊の危険があれば避難

発生後 10分	 ラジオなどで災害情報の収集

　　↓	 	 近所で救出・消化活動等に協力

　　↓	 	 壊れた家など危険個所には近づかない

　　↓	 	 支援があるまで、各自の備蓄で対応する

　　↓	 	 関係機関 (市・消防・警察 )の指示に従う

大地震が発生すると、冷静に行動するのは困難になります。
実際、阪神淡路大震災の時は多くの人が何もできなかったといっています。
地震が起きても適切に対処するために行動パターンを覚えておきましょう。

落ち着いて
まず自身の安全を

地震はいつどこで発生するかわかりません。
日頃から災害に備えておけば、被害を最小限にすることができます。
自分自身や家族を守るために、できることからはじめましょう。

いざという時の為の
心の準備・物の用意

地震が来たら　その時にどう備える?

● まずは家族で防災会議を
　災害が起きた時、あなたは何を考えますか?まずは身
の安全、そして家族の安全を考えるのではないでしょう
か。「地震が起きたらどこに避難する」などは今日にでも
話し合うことができます。例えば家族が離ればなれになっ
た時の連絡方法や避難場所。「県外の親戚を通じて連絡し
あおう」とか「学校に避難しよう」などです。
　月に1回程度、家族そろって防災会議を開き、災害か
ら身を守る方法を話し合っておきましょう。
● 非常持ち出し品を準備しましょう
　大地震が発生したらライフラインへの影響が懸念され
ます。家族全員が避難生活を送るため、最低でも3日分
の食料などを準備しましょう。非常持出品はリュックサッ
クなどにまとめ、持ち出しやすい場所に保管しましょう。
［非常持出品の例］火を通さずに食べられる非常食、水、
ラジオ、懐中電灯、電池、衣類、生活用品、貴重品など

●家の中の安全対策
　家具類や大型電化製品には転倒防止策を、ガラスには
飛散防止フィルムを貼りましょう。また万一の出火に備
えて、消火器はすぐ使える場所に用意しておきましょう。
● 家の周囲の安全対策
　柱や土台、屋根瓦などを点検し、老朽化しているもの
は補強・修繕しましょう。ベランダの植木鉢など、落下
の危険がある場所には、何も置かないようにしましょう。
● 耐震診断を受けましょう（受付締切は11月30日です）
　阪神・淡路大震災では、旧建築基準で建てられた木造
住宅に大きな被害が出ました。地震で命を失わないため
家屋の耐震性を知り、必要な備えをすることが大切です。
　三好市には1981年5月31日以前に着工された木造
住宅に対し、3000円の負担で耐震診断を受けられる制
度がありますので、お気軽に三好市役所総務課危機管理
室（電話72-7625）までご相談ください。

徳島県総合防災訓練で設置された災害対策本部


